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■〒市政報告
3月 定例会は、2/16から3/22までの36日 間にわたつて開かれ、新年度予算をはじめとするすべての市長提
出議案、議員提出議案が可決されました。なお、新たな教育長には、芦屋市教育委員会において学校教育室
長を務められた野村大祐氏が任命されました。
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<予 算 >一般会計予算は、物価高騰重点支援給付金事業や行政ネットワークシステム関係経費など
の増加につき、前年度比7.4%増の469億6,400万円。特別会計予算は259億7,000万
円(前年度比8.2%増 )で国民健康保険事業特別会計における療養給付費及び事業費納付
金が減少。一方、JR芦屋駅南地区再開発事業に係る用地取得費・補填費等が増加。一般会

計・特別会計・企業会計の総額で883億4,323万円(前年度比6.6%増)となりました。
く一般会計歳入>歳入全体の49.9%と最も大きな割合を占める市税は前年度比0.5%減の234億4,168

万円とわずかに減少。地価上昇を反映し、固定資産税は増加する一方、定額減税により個人

市民税は減少の見込み。
く一般会計歳出>民生費は177億78万円(前年度比11.5%)で物価高騰重点支援給付金及び児童手当が増

加。教育費も小中学校の施設整備費用の増加により、前年度比3.6%増の52億8,023万
円が計上されました。

乳幼児等医療費助成制度及びこども医療費助成制度の拡

不妊治療ペア検査助成…………………………………………………………………

心のケア支援推進事業 (PEAC圧サポーター配置事業)・……
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市民1人当たりの公共サービスに必要な金額 :495,505円
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__1_′  フ回、高島市長にとつて初の予算編成となり、「子育て・教育」「福祉・

″石,3りζノどr“だrノ 防災」「みらいの都市づ<り」に力点を置く内容が示されました。

具体的には、支援員配置による不登校対策や教職員のスキルアップ策など公教育改革に関わる

事業をはじめ、こども医療費助成制度の拡充、既存の公共交通網から離れている地域における

デマンド交通等実証運行実施の検討、カラス対策など、生活に密着した取り組むべき課題の

解消に向けて早急に着手することを評価します。これらは、市民の要望が高まつていたにもかか

わらず、これまではなかなか進められなかつた課題の数々です。

来たる少子高齢 。人口減少社会では、市民の安全 。安心を支える持続可能な財政基盤の強化が

求められます。将来世代に負担を先送りすることのない、魅力あるまちづくりを進めるためにも、

限られた財源のもと、「選択と集中」による慎重な行財政運営を行うことが重要だと考えます。
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が可決 れました

芦屋市では、7割近<の方が共同住宅等に居住しています。今後は高経年マンションが増加することを
踏まえて、老朽化対策や維持管理の適正化などについての条例が制定されました。

この条例は、管理組合によるマンシ∃ンの自律的かつ適正な管理を図ることで、市民生活が

安定し、本市の魅力が向上することを目的としています。
今後、マンションの老朽化に伴い、居住者の高齢化・非居住化も進行し、管理組合の担い手不
足、維持管理に対して無関心になるなどのケースが想定され、管理組合の機能の低下が懸念さ
れますが、この条例の制定により適正管理の向上が期待できるのではないでしょうか。

デマンド交 の実
:“―

lし けた検討を開始 します

芦屋市には、公共交通網から離れている空白地域があります。70歳以上の高齢者を対象とした「高齢者
バス運賃助成事業」は、そのような地域の方が受けることができず、長年問題になつていました。
私も、この課題について過去の一般質問で取り上げましたが、この度、ようや<令和6年度予算に「デマ
ンド交通等の実証運行支援」という形で計上され、検討が始まります。対象地区は三条町と山芦屋町の2
町で、今後、運行を担う業者の募集が行われます。時間を要してしまいましたが、誰もが安全・安心で快適
に移動できるまちづくりを目指すうえでの一歩前進であると評価します。
デマンド交通 :予約する利用者に応じて運行する時刻や経路が変わる交通方式のこと。

縮小する公共交通機関の代替手段として全国で導入が進んでいる。

空 自 地 域 :一定の場所に駅やバス停がない地域を指す。本市では、鉄道駅から
500m、 バス停から300mの圏域外を、公共交通の空白地域と定めている。
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ています。まずはこの居場所から、社会との関わりの第一歩を踏み出せることを期待します。

打出公園は、村上春樹氏のデビュー作「風の歌を聴け」に登場する「猿の檻のある公園」の
モデルです。長い間残されていた巨大な檻は、子どもたちの安全を考えて撤去し、その一部
が公園内のモニュメントや打出教育文化センターの壁面インテリアの形で残されています。

図書館打出分室には、自動貸出機や図書の消毒機が設置されました。この自動貸出機は、

平成28年12月議会で要望したものです。

し

地域住民を交えて進めてきた、当エリアの一体的な整備が終了し、4/1にりニューアルオープンしました。
打出教育文化センターでは教育の研究等が行われていますが、市民の文化活動や交流の場としても供用
されます。また、2階には、不登校、不登校傾向の児童・生徒が安心して過ごせる「のびのび学級」が設置され
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お気軽に

お越しくださし

〈Profile〉 H23年 芦屋市議会議員初当選 H30年 市議会副議長 R元年 監査委員 R2年 総務常任委員長 R3年 総務常任委員長 R5年 4期目当選

ンシ当ン管理を適菫に行うこと
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